


バケットハットのパッケージ：店頭、グッズのドロップ販売、イベントキット、ECに向けたB2Bガイド

Details
結論から言うと： バケットハットのパッケージは、販売チャネルごとに選びます。店頭の棚にはハングタグと、すっきりしたポリ袋またはヘッダーカードが必要です。グッズのドロップ販売
やプレミアムギフトには、薄葉紙を添えたブランド入りの箱が見合います。イベントキットは平置きで梱包し、サイズごとに仕分けましょう。柔らかいバケットハットは折りたためるの
で、ECの注文はクッション付きメーラーで問題なく出荷できます。折り方、表示文言、オリジナル印刷の部材はすべて、生産開始前に確定してください。印刷する部材ごとに校正のサイク
ルが加わり、単価も上がるためです。

バケットハットのパッケージは、オリジナル帽子の発注では最後に回されがちな項目ですが、避けられたはずのトラブルがいちばん多い部分でもあります。刺繍がきれいに仕上がった帽子が、
ロゴの真上に折りじわが付いた状態で届く。バイヤーが、ハングタグにバーコードも原産国表示もないという理由でカートンの受け取りを拒否する。帽子の承認後にオリジナルの箱を発注し
たため、グッズのドロップ販売分が倉庫で止まる。どれも帽子そのものが原因ではありません。いずれも、発注内容に盛り込まれなかったパッケージ上の判断から生じています。

このガイドで扱うのはパッケージの側面だけです。柔らかいクラウンの帽子の折り方、販売チャネルごとの一次包装・二次包装の選び方、米国の表示ルールに沿ったハングタグの記載内容、
カートンの梱包方法、そして各選択が単価とリードタイムに与える影響を解説します。加飾方法や見積もり時の確認事項など、帽子そのものについては、次のページをご覧ください： チーム、
イベント、ブランド向けのオリジナルバケットハット.
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バケットハットのパッケージとは何か、キャップのパッケージとどう違うのか
バケットハットのパッケージとは、加飾ラインを出た完成品の帽子をエンドユーザーに届けるまでの間、保護・識別・演出を担う部材一式を指します。具体的には、折り方または重ね入れの
方法、一次包装（ポリ袋、ヘッダーカード、箱）、識別用の部材（ハングタグ、ステッカー、印刷したインサート）、そして出荷用の包装（メーラーまたは外装カートン）です。

ベースボールキャップとの構造の違いが、判断の大半を左右します。芯入りのキャップは、前面がバックラムで裏打ちされ、つばも最初から湾曲しているため、形を保つには硬い箱か重ね入
れが必要です。一方、バケットハットはクラウンに芯がなく、ブリムは柔らかく下向きです。平らにたためるので、保管スペースも運賃も抑えられますが、そのぶん新たなリスクが生じます。
加飾部分を横切る折りじわです。密度の高い刺繍は折り目が残りやすく、プリントや熱転写のアートワークは、同じ折り目が繰り返されるとひび割れたり浮いたりすることがあります。業界
のサプライヤーは、折り目と日光への露出がプリントの寿命を縮める要因だと一貫して指摘しています。つまり、バケットハットのパッケージで重要なのは、つぶれ対策よりも、帽子をどこ
で曲げるかです。

オリジナル帽子の注文でパッケージがつまずくポイント
オリジナルバケットハットに関するバイヤーのレビューやサプライヤーのガイドを見ると、加飾そのもの以外の不満は、パッケージ周辺の三つの抜け漏れに集中しています。

折り方が指定されていなかった。 加飾業者は最も手早い方法で帽子を梱包し、前面パネルをそのまま真ん中で折ってしまうことも少なくありません。承認を通ったロゴに深い折りじわが入っ
て届き、イベント会場で200個の帽子にスチームを当てて直す、というのは現実的な対策ではありません。

表示文言がその場しのぎだった。 ハングタグが、マーケットプレイスの商品ページから写した紫外線防護の文言のまま、あるいは輸入した無地の帽子に「Made in USA」の表記を
入れたまま、印刷に回されます。どちらの表示も規制上のリスクを伴います。詳しくは後述します。

パッケージのスケジュールが帽子より遅れた。 汎用のポリ袋は在庫があります。しかし、オリジナル印刷の箱、織りラベル、印刷した薄葉紙は、それぞれ個別にアートワーク、校正、印刷ロッ
トが必要です。帽子の校正が承認されてから発注すると、これらが全体の納期を決める工程となり、ドロップ販売の日程がずれ込みます。

どのケースでも対処法は同じです。パッケージを仕様の一部として扱い、加飾の校正と同時に承認することです。

バケットハットのパッケージを七つのステップで計画する方法

ステップ1：販売チャネルと、開封する人を定める

最初に帽子を手に取るのは誰かを書き出しておきましょう。店舗スタッフには、スキャンできる識別子の付いたハングタグと、きれいに吊り下げられる、または積み重ねられる包装が必要で
す。ドロップ販売の箱を開けるグッズのファンは、見せ方と、ロゴが最初に目に入る印象を重視します。キットを配るイベントのボランティアには、列をスムーズに進めるため、サイズごと
に仕分けた帽子が欠かせません。ECの購入者には、宅配網を耐え抜く状態で届くこと、そして返品用に再封できる袋があることが望まれます。一つの注文が複数のチャネルにまたがる場合
は、包装を平均化せず、チャネルごとに梱包仕様を分けてください。

ステップ2：折る、平置き、重ね入れのどれにするかを決める

柔らかいクラウンの帽子には三つの実用的な方法があり、どれを選ぶかは加飾の位置で決めます。

平置き（たたまない）： クラウンを押し下げ、その周りにブリムを平らに広げます。前面の加飾を最も守れますが、占めるスペースは最大です。箱入りやプレミアムな店頭販売に
向いています。
サイドフォールド： サイドシームに沿って半分に折り、前面パネルを外側に平らな状態で、折りじわなしで出します。ロゴが前面にある場合の、ポリ袋やメーラーの標準的な方法
としておすすめです。
重ね入れ： 同じサイズ・同じ色の帽子を、クラウンを重ねるように積みます。外装カートンやイベント向けの大量梱包に効率的で、厚手のキャンバスやツイルの帽子の形も保てま
す。

加飾を横切る折り方は避け、プリントしたパネルをきつく丸めることも避けてください。総柄プリントやリバーシブルのように、アートワークがクラウンを一周していたりブリムまで覆って
いたりする場合は、折らずに平置きか重ね入れで梱包します。選んだ方法は文書にし、できれば量産前サンプルで承認済みの梱包の参考写真を添えてください。



ステップ3：一次包装を選ぶ

一次包装は、帽子に直接触れる包装です。透明なポリ袋はほこりや湿気から守り、購入者が色を確認できるため、店頭販売でも出荷作業でも役立ちます。再封できる袋はECの返品に便利で
す。帽子と帽子の間、または加飾部分と袋の間に薄葉紙の間紙を挟むと、刺繍が隣の帽子のプリントにこすれて生じる摩耗を抑えられます。ポリ袋にホチキス留めした、または掛けたヘッダー
カードは、柔らかい帽子をフック什器に掛けられる商品に変えます。硬質箱や折りたたみ箱は最上位の選択肢で、帽子を平らな状態で見せて守れますが、コストと容積が増え、ブランド印刷
をする場合は別の印刷ロットも必要です。

ステップ4：識別用の表示内容を書く

ハングタグ、袋のステッカー、箱のインサートには、サイズ、色、SKUなどの識別子（小売店が求める場合はバーコード）、お手入れの案内、原産地や素材に関する表示を載せます。バケッ
トハットには留め具を通せる硬い前面がないため、タグは通常、プラスチック製の留め具か紐のループで、内側の汗取りバンドまたはラベルに取り付けます。取り付け位置は指定しておきま
しょう。留め具をクラウンの生地に打ち込むと、目に見える穴が残ります。タグに載せる法的な内容は、次のセクションで詳しく説明します。

ステップ5：二次包装は、費用に見合う場合だけ加える

ブランド入りメーラー、印刷した箱、ステッカー、インサートが意味を持つのは、帽子そのものが商品である場合です。グッズのドロップ販売、小売のギフトセット、開封体験がブランド印
象の一部になる企業向けウェルカムキットなどが該当します。フェスの入口で箱から手渡しする配布用の帽子には、あまり向きません。判断の目安は、受け取る人が外側の包装を目にしない
なら、その予算は帽子本体かハングタグに回す、ということです。



ステップ6：数だけでなく輸送ルートに合わせてカートンを梱包する

柔らかい帽子が構造的につぶれることはまれですが、型崩れは起こします。カートンが高すぎると重ね入れた束が傾いてブリムが曲がり、詰め込みすぎると長い輸送中にクラウンが押しつぶ
されて折りじわが定着します。束が直立し、すき間が埋まるようにカートンへ詰め、サイズと色はカートンを分けるか、層をはっきり区切って分けてください。イベントチームや倉庫がすべ
ての箱を開けずにピッキングできるよう、カートンにはサイズ展開を表示します。長距離や高湿度の輸送では、綿ツイルを乾いた状態に保つため、カートンに内張りをするか帽子を袋に入れ
てください。子ども用サイズは、ピッキングの正確さのためにも、子ども用製品には固有の表示義務があるためにも、大人用サイズと同じカートンに入れてはいけません。

ステップ7：パッケージ費用を項目ごとに見積もる

パッケージは、帽子の着荷コストを四つの面で変えます。材料、人件費、貨物容積、そしてスケジュールです。汎用の透明ポリ袋や無地のカートンであれば、コストにもリードタイムにもほ



とんど影響しません。ハングタグ、箱、ステッカー、薄葉紙といったオリジナル印刷の部材は、どれもアートワーク、校正、印刷ロット、加飾拠点までの入荷輸送が加わります。手作業での
折り、タグ付け、キッティングは帽子1点ごとに人件費を押し上げ、小ロットの店頭向けよりも大規模なイベント発注で影響が大きくなります。箱は容積が増えるため運賃が上がり、特に宅
配便の容積重量による運賃体系では顕著です。パッケージは別項目で見積もってもらい、選択ごとの増分を把握しましょう。また、一般的な単価の目安に頼らず、実際の組み合わせで見積も
りを依頼してください。

バケットハットのハングタグや箱には何を記載すべきか
商品に関する主張の多くはパッケージ上にあります。つまり、表示に関するリスクの大半もそこにあります。以下は購入者向けのチェックリストであり、法的助言ではありません。具体的な
点は、通関業者またはコンプライアンス担当の弁護士にご確認ください。

原産国。 米国の税関規則では、外国産のすべての物品またはその容器に、最終購入者が見えるよう、目立つ場所へ、物品が許す限り判読しやすく、消えにくく、恒久的に、原産国を英語で表
示しなければなりません（19 CFR 134.11[1]）。帽子が、縫い付けラベルを隠してしまう密封式の店頭用箱に入って出荷される場合は、箱にも原産国表示が必要かどうかを確認し
てください。

「Made in USA」の表記。 ハングタグ、箱、インサートに条件なしで「Made in USA」と表示するには、FTCの「ほぼすべて（all or virtually all）」
の基準を満たす必要があります（FTCのMade in USAガイダンス[2]）。米国で加飾しただけの輸入無地帽子は条件を満たしません。代わりに「Embroidered in
USA」のような限定的な表現を使ってください。FTCは帽子類に対しても実際に措置を取っており、2018年に帽子メーカーと成立した和解は、完成品として輸入されたものが多い製
品の原産地表示を対象としていました（FTCとBollman Hatの和解[3]).

繊維の組成と加工。 製品がTextile Actの規則の対象となる場合、輸入品には加工または製造した国を表示する必要があり、輸入素材を使った米国製品にはその旨を表示する必要があ
ります。たとえば「Made in USA of imported fabric」のようにします（16 CFR 303.33[4]）。ハングタグは縫い付けラベルと矛盾しないようにしてくだ
さい。

取扱表示。 FTCの取扱表示規則（Care Labeling Rule）は、繊維衣料品の定義から、頭部を覆う用途のみに使う帽子を除外しています（16 CFR Part 423[5]）。
したがって、標準的なバケットハットのタグにお手入れの案内を載せるかどうかは任意ですが、記載する価値はあります。乾燥機の使用や強い折りじわを避けるよう案内すれば、プリントの
アートワークを守れるからです。ネックフラップ付きのタイプは別途確認が必要です。

紫外線防護に関する表示。 タグに「UPF 50+」や「完全な紫外線防護」と記載するのは、生地が認められた試験方法で検査されていない限り避けてください。オーストラリアの放射線
防護機関は、バケットハットの防護係数は額に対して約15、頬と首に対しては約2にとどまり、それだけで十分な防護になることはまれだと推定しています（ARPANSA[6]）。査読
済みの研究は、米国でオンライン販売されている帽子のUPF表示は、紫外線防護の信頼できる指標ではないと結論づけています（帽子のUPF表示に関するPMCの研究[7]).

カリフォルニア州プロポジション65。 パッケージやラベルは、プロポジション65の警告が表示される場所です。2025年十二月、サンフランシスコで提起された民事訴状は、バケッ
トハットがPFOA曝露に関する必要な警告なしにカリフォルニア州で販売されたと主張しました。これは主張であり、判決ではありません（カリフォルニア州司法長官への提出書類[8]）。
撥水加工やコーティング部品を使った帽子をカリフォルニア州で販売する予定なら、タグを印刷に回す前に、警告の要否を決着させてください。

子ども用サイズ。 主として年齢が12以下の子ども向けに設計された帽子は、子ども用製品に該当します。製造者またはプライベートブランド事業者、製造場所、日付、ロットを示す恒久的
なトラッキング情報を、製品本体に、可能であれば包装にも表示する必要があります（CPSCのトラッキングラベルFAQ[9]）。子ども用製品に対する連邦の総鉛含有量の上限は100
ppmで、2011年8月14日から適用されています（CPSCの鉛含有量上限に関する発表[10]）。そのため、子ども用サイズのパックに使う金属製のタグ留め具やスナップについて
は、確認が必要です。ドローストリングは子ども用の帽子には一切付けないでください。2007年、CPSCは、ドローストリングが首を絞める危険があるとして、幼児・子ども用ナイロ
ン製バケットハット約500点のリコールを発表しました（CPSCのリコール通知[11]).

認証マーク。 タグで化学物質の安全性に関する認証に言及する場合は、その認証が販売時の製品そのものを対象としている必要があります。OEKO-TEX STANDARD 100
（01.2025版）は、認証対象製品のすべての構成部品が基準を満たすことを求め、年齢が3までの子ども向け製品をClass I、肌に触れる製品をClass IIに分類しています
（OEKO-TEX STANDARD 100 ファクトシート[12]）。生地の認証だけでは、刺繍糸、パッチ、汗取りバンドには効力が及びません。

https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/complying-made-usa-standard
https://www.ftc.gov/news-events/news/press-releases/2018/01/bollman-hat-company-settles-ftc-agrees-stop-making-deceptive-made-usa-certification-claims
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.33
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://www.arpansa.gov.au/understanding-radiation/radiation-sources/more-radiation-sources/sun-protection-hats
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC12710866/
https://oag.ca.gov/system/files/prop65/complaints/2024-05349C0367.pdf
https://www.cpsc.gov/FAQ/Tracking-Label
https://www.cpsc.gov/Newsroom/News-Releases/2011/CPSC-Announces-New-Lower-Limit-for-Lead-Content-in-Childrens-Products1
https://www.cpsc.gov/Recalls/2007/paramount-apparel-international-recalls-youth-hats-due-to-strangulation-hazard-product
https://www.oeko-tex.com/fileadmin/user_upload/Marketing_Materialien/STANDARD_100/Factsheet/STANDARD_100/OEKO-TEX_STANDARD_100_Factsheet_EN.pdf


コスト、リードタイム、チャネル別に比べるパッケージの選択肢
以下のコストとリードタイムへの影響は、ばら詰めの帽子を基準とした相対評価です。実際の数値は数量とサプライヤーによって異なるため、実際の組み合わせで見積もりを依頼してくださ
い。

パッケージの選択肢 加飾の保護 棚映え／開封時
の訴求力 単価への影響 リードタイムへの影響 最適な用途

個包装なし、カートンにばら詰めで重ね入れ サイズと色ごとに重ね入れ
すれば中程度 低 最も低い なし イベントの配布、チームへの配布

汎用の透明ポリ袋、サイドフォールド 良好（折り目がロゴを避け
る場合） 中程度 低 ごくわずか EC、イベントキット、倉庫在庫

ポリ袋＋オリジナルのハングタグ 良好 中〜高 低〜中 タグの校正と印刷ロットが加わる 店頭の棚、卸売取引先

ポリ袋にヘッダーカード 良好 フック什器では
高い 中程度 カードの校正と印刷ロットが加わる ギフトショップ、リゾートや施設内の売

店

クッション付きまたはブランド入りのメーラー 輸送中の保護は良好 中〜高 中程度 ブランド入りの場合はメーラーの印
刷ロットが加わる 消費者への直販によるドロップ販売

薄葉紙を添えた、ブランド入りの硬質箱また
は折りたたみ箱 最良（帽子を平らに保てる） 最高 最高。貨物容積

も増える
最長。多くの場合、全体の納期を左
右する

プレミアムなグッズ、企業ギフト、イン
フルエンサー向けキット

チャネル別に整理すると、標準的な組み合わせは次のとおりです。

チャネル 推奨の包装 必須の記載事項 よくある間違い

店頭の棚 ポリ袋またはヘッダーカード＋ハングタグ 小売店がスキャンできる識別子、原産国表示、開封しな
くても見えるサイズ タグの留め具をクラウンの生地に打ち込んでしまう

グッズのドロップ
販売

ブランド入りの箱またはメーラー、薄葉紙、平置き
梱包

帽子の仕上がりより前に、梱包拠点へ包装資材を納品す
る 帽子の校正承認後に箱を発注する

イベントキット サイドフォールドのポリ袋、またはサイズ別に仕分
けた重ね入れのばら詰め

サイズ展開を表示したカートン、子ども用サイズは分け
る

さまざまな参加者向けに、「フリーサイズ」のカートン
一つにまとめてしまう

EC メーラーに入れた、再封できるポリ袋 前面パネルをなめらかに保つ折り方 キャップ用サイズの箱を使い、容積重量が膨らむ



よくある質問（FAQ）
FAQ：バケットハットも、芯入りのキャップのように箱が必要ですか？

通常は不要です。芯のないクラウンには、つぶれるような前面パネルがないため、メーラーに入れたポリ袋で、ほとんどの帽子は輸送中も十分に守られます。箱は、グッズのドロップ販売や
ギフトでの見せ方のための選択肢、または総柄プリントや硬いキャンバス地で折りたたむべきでない帽子を守るための選択肢です。

FAQ：刺繍入りのバケットハットはどう折ればよいですか？

サイドシームに沿って折り、前面パネルを外側に平らで折りじわのない状態に保つか、クラウンを重ねるように重ね入れしてください。密度の高いステッチをまたいで折ると折り目が残るこ
とがあるため避けます。折り方は量産前サンプルで承認してください。

FAQ：米国で刺繍した帽子なら、ハングタグに「Made in USA」と表示できますか？

無地の帽子が輸入品であれば、できません。条件なしの表示は、FTCの「ほぼすべて（all or virtually all）」の基準を満たす必要があります。「Embroidered in
USA」のような限定的な表現を使い、税関の表示規則が求めるとおり、輸入品としての原産国も見える形で残してください。

FAQ：バケットハットに取扱表示は必須ですか？

FTCの取扱表示規則は頭部のみに着用する帽子を除外しているため、標準的なバケットハットでは義務ではありません。それでもハングタグには記載しておくと便利で、特に乾燥機や強い
折りじわを避けたいプリント入りの帽子では有益です。

FAQ：ハングタグに紫外線防護について書いてもよいですか？

試験で確認できたことだけを記載してください。UPFの試験報告書がない場合は、UPFの数値や「完全な防護」といった表現を避けます。規制当局は、バケットハットのブリムが頬と首
を守る効果は、額に比べてはるかに小さいと推定しています。

FAQ：イベントキットの子ども用サイズの帽子では、何が変わりますか？

年齢が12以下の子ども向けに設計された帽子には、CPSIAのトラッキング情報が必要で、子ども用製品の鉛含有量の上限も満たさなければなりません。別の、はっきり表示したカート
ンに分けて梱包し、調整用のドローストリングは付けないでください。

FAQ：どの包装の選択がリードタイムを最も延ばしますか？

オリジナル印刷の箱とヘッダーカードです。どちらも個別にアートワーク、校正、印刷ロット、梱包拠点への納品が必要になるためです。帽子の加飾を承認する時点で発注し、後回しにしな
いでください。

重要ポイント
原産国表示は、最終購入者から見える物品またはその容器に適用されます。 — 1 表示規則、19 CFR 134.11（出典)
タグや箱に条件なしで「Made in USA」と表示するには、米国産の含有率が「ほぼすべて（all or virtually all）」である必要があります。 —
2018年の帽子メーカーに対するFTCの措置（出典)
標準的な帽子では取扱表示は任意ですが、記載しておく価値があります。 — 16 CFR Part 423 は、頭部のみに着用する帽子を除外（出典)
試験で確認していない限り、紫外線防護の表示はタグに載せないでください。 — 防護係数は額で約15、頬と首で約2（出典)
子ども用帽子には、子ども用製品としての義務が生じます。 — 総鉛含有量の上限は100 ppmで、2011年8月14日から適用（出典)
子ども用バケットハットにドローストリングは付けないでください。 — 子ども用帽子約500点が、首を絞める危険から2007年にリコール（出典)
認証の表示は、すべての構成部品を対象としている必要があります。 — OEKO-TEX STANDARD 100、01.2025版、肌に触れる製品はClass II
（出典)

https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11
https://www.ftc.gov/news-events/news/press-releases/2018/01/bollman-hat-company-settles-ftc-agrees-stop-making-deceptive-made-usa-certification-claims
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://www.arpansa.gov.au/understanding-radiation/radiation-sources/more-radiation-sources/sun-protection-hats
https://www.cpsc.gov/Newsroom/News-Releases/2011/CPSC-Announces-New-Lower-Limit-for-Lead-Content-in-Childrens-Products1
https://www.cpsc.gov/Recalls/2007/paramount-apparel-international-recalls-youth-hats-due-to-strangulation-hazard-product
https://www.oeko-tex.com/fileadmin/user_upload/Marketing_Materialien/STANDARD_100/Factsheet/STANDARD_100/OEKO-TEX_STANDARD_100_Factsheet_EN.pdf


まとめ
優れたバケットハットのパッケージは、販売チャネルから考え始め、帽子をどこで折るかを管理して加飾を守り、表示文言を帽子が法的にも事実の上でも裏付けられる範囲にとどめ、オリジ
ナル印刷の部材をすべて帽子の校正と並行してスケジュールします。ポリ袋と重ね入れしたカートンは、イベントや出荷作業の注文を無駄なく保ち、ハングタグとヘッダーカードは柔らかい
帽子を店頭に並べられる状態にし、ブランド入りの箱は、開封体験が商品の一部になる場面にこそ向いています。

ご注文を計画中でしたら、チャネルの構成、数量、包装のご希望をお知らせください。帽子と各包装部材を別々の項目でお見積もりしますので、パッケージが単価とスケジュールにどう影響
するかを正確に把握できます。まずは、当社の オリジナルバケットハット のページから、見積もりをご依頼ください。

参考文献
米国eCFR、19 CFR 134.11、原産国表示。1.
https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11 ↩
連邦取引委員会、Made in USA基準への準拠。2.
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/complying-made-usa-standard ↩
連邦取引委員会、プレスリリース、2018年一月：Made in USA表示に関するBollman Hat Companyとの和解。3.
https://www.ftc.gov/news-events/news/press-releases/2018/01/bollman-hat-company-settles-ftc-
agrees-stop-making-deceptive-made-usa-certification-claims ↩
米国eCFR、16 CFR 303.33、繊維製品が加工または製造された国。4.
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.33 ↩
米国eCFR、16 CFR Part 423、繊維衣料品の取扱表示。5.
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423 ↩
ARPANSA（オーストラリア放射線防護・原子力安全庁）、紫外線防護：帽子。6.
https://www.arpansa.gov.au/understanding-radiation/radiation-sources/more-radiation-sources/s
un-protection-hats ↩
PubMed Central、米国でオンライン販売されている帽子のUPF表示に関する査読済み研究。7.
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC12710866/ ↩
カリフォルニア州司法長官事務所、プロポジション65に関する訴状（サンフランシスコ上級裁判所、2025年12月18日提出）。8.
https://oag.ca.gov/system/files/prop65/complaints/2024-05349C0367.pdf ↩
米国消費者製品安全委員会、トラッキングラベルFAQ。 https://www.cpsc.gov/FAQ/Tracking-Label ↩9.
米国消費者製品安全委員会、ニュースリリース、2011年7月15日：子ども用製品の鉛含有量に関する新たな引き下げ上限。10.
https://www.cpsc.gov/Newsroom/News-Releases/2011/CPSC-Announces-New-Lower-Limit-for-Le
ad-Content-in-Childrens-Products1 ↩
米国消費者製品安全委員会、リコール通知、2007年8月29日：首を絞める危険による子ども用帽子のリコール。11.
https://www.cpsc.gov/Recalls/2007/paramount-apparel-international-recalls-youth-hats-due-to-s
trangulation-hazard-product ↩
OEKO-TEX、STANDARD 100 ファクトシート、01.2025版。12.
https://www.oeko-tex.com/fileadmin/user_upload/Marketing_Materialien/STANDARD_100/Factsh
eet/STANDARD_100/OEKO-TEX_STANDARD_100_Factsheet_EN.pdf ↩

10月 20, 2026

https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-embroidered-printed-bucket-hats.html
https://www.ecfr.gov/current/title-19/chapter-I/part-134/subpart-B/section-134.11
https://www.ftc.gov/business-guidance/resources/complying-made-usa-standard
https://www.ftc.gov/news-events/news/press-releases/2018/01/bollman-hat-company-settles-ftc-agrees-stop-making-deceptive-made-usa-certification-claims
https://www.ftc.gov/news-events/news/press-releases/2018/01/bollman-hat-company-settles-ftc-agrees-stop-making-deceptive-made-usa-certification-claims
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.33
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-D/part-423
https://www.arpansa.gov.au/understanding-radiation/radiation-sources/more-radiation-sources/sun-protection-hats
https://www.arpansa.gov.au/understanding-radiation/radiation-sources/more-radiation-sources/sun-protection-hats
https://pmc.ncbi.nlm.nih.gov/articles/PMC12710866/
https://oag.ca.gov/system/files/prop65/complaints/2024-05349C0367.pdf
https://www.cpsc.gov/FAQ/Tracking-Label
https://www.cpsc.gov/Newsroom/News-Releases/2011/CPSC-Announces-New-Lower-Limit-for-Lead-Content-in-Childrens-Products1
https://www.cpsc.gov/Newsroom/News-Releases/2011/CPSC-Announces-New-Lower-Limit-for-Lead-Content-in-Childrens-Products1
https://www.cpsc.gov/Recalls/2007/paramount-apparel-international-recalls-youth-hats-due-to-strangulation-hazard-product
https://www.cpsc.gov/Recalls/2007/paramount-apparel-international-recalls-youth-hats-due-to-strangulation-hazard-product
https://www.oeko-tex.com/fileadmin/user_upload/Marketing_Materialien/STANDARD_100/Factsheet/STANDARD_100/OEKO-TEX_STANDARD_100_Factsheet_EN.pdf
https://www.oeko-tex.com/fileadmin/user_upload/Marketing_Materialien/STANDARD_100/Factsheet/STANDARD_100/OEKO-TEX_STANDARD_100_Factsheet_EN.pdf

